
環境経営レポート

ニーニー技研産業株式会社

嵐山工場、川越工場、本社

（　対象期間：　２０１９年 ７月　～　２０２０年 ６月　）
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１． 環  境  経  営  方  針

－１． 環境保全理念

・　お客様に愛され、地球環境にやさしい商品を創出、提供し、

楽しく豊かなアメニティライフを通し、健全な社会づくりに貢献します。

・　社員の個性と能力を伸ばし、安全で働きやすい夢あふれる企業となり、

環境保全活動を通して、自然・地域と共生する企業を目指します。

－２． 環境経営方針

２－１ 私たちは、省資源、 省エネルギー、リサイクル化の推進及び有害物質、
廃棄物、使用燃料の削減、節水等の環境保全、環境配慮製品など、
環境の改善活動に積極的に取り組みます。

２－２ 私たちは、事業活動における環境目的及び環境目標を定め、全従業員が
一丸となって、活動の推進と継続的改善に努めます。

２－３ 私たちは、日常業務や朝礼などを通じ、環境保全に対する従業員の理解と
意識向上のため、環境活動の定着に努めます。

２－４ 私たちは、環境関連法規類を遵守し、地球環境の保全に努めます。

２－５ 私たちは、地球環境に配慮した製品の開発及び設計に努めます。

２－６ 私たちは、環境経営レポートを社内外に公表します。

制定日： ２００７．０７．３０

改訂日： ２０２０．０１．０１

ニーニー技研産業（株）

代表取締役　五十嵐　博之

当社は、環境負荷の低減が企業の社会的な責務であることを認識し、地球

環境の保護･保全への取り組みを経営の重要課題の一つとして位置づけ、

持続可能な循環型社会の形成と自然との共生社会を目指し、全社を挙げて

下記の環境方針を定めて行動いたします。
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－１．組織の概要

１.１ 事業所名及び代表者名

　ニーニー技研産業株式会社
代表取締役社長　 五十嵐　博之

１.２ 所在地

　　本　社 〒101-0035 東京都千代田区神田紺屋町１１　(鈴野ビル）

　嵐山工場 〒355-0204 埼玉県比企郡嵐山町花見台１０－９

　川越工場 〒350-0833 埼玉県川越市芳野台２－８－７４

１.３ 環境推進代表者および環境管理責任者、連絡先

　環境推進代表者 代表取締役　　　長柄　　智五十嵐　博之

　環境管理責任者 工場長　　　　　　市之瀬　勉

連絡先 電話 :0493-63-0571 FAX :0493-63-1738

１.４ 事業活動の概要

　業 種 名 家具、装備品製造業（住宅設備機器）

　事業内容 洗面化粧台用ミラーキャビネット、化粧棚、

流し台の部品、ユニットバスの部品の製造　

１.５ 事業の規模

　設立年月 昭和４１年（１９６６年）　３月

　資 本 金 ２，５００　万円

　従業員数 ４７名 ＜内訳：本社6名、嵐山 38名、川越3名＞（２０２０年６月）

  延床面積 全　社  ８，２３９　ｍ2

（本社） (　　　５６)
（嵐山） (５，８８０)
（川越） (２，３０３)

－２．対象範囲 （認証・登録範囲）

２.１ 　認証・登録事業者

ニーニー技研産業株式会社　本社、嵐山工場、川越工場

２.２ 　認証・登録番号  ０００２９９４

－３．環境活動単位
　・　環境経営レポート対象期間　；　２０１９年７月～翌年６月を １活動単位とする。

　・　環境経営レポートの発行は原則的に９月末日を予定。

２．　組織の概要、対象範囲、推進体制
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－４．環境推進体制図

五十嵐　博之

 市之瀬 勉

代表者
・環境経営システムの運用体制の構築
・環境管理責任者の任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書(目標実行計画書)の承認
・代表者による全体の評価と見直しの実施

環境管理責任者
・環境経営システムの構築、運用実施、管理
・環境目標・環境活動計画書の作成、確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境会議の招集

環境事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等の取りまとめ表の作成と遵守評価の実施
・環境活動レポートの作成、公開

推進責任者
・環境管理責任者の補佐
・環境活動実績の状況報告と統制

部門推進担当
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・緊急事態対応の為の手順書作成、テスト、訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境会議
・環境活動計画の方針展開
・活動の進捗確認実施

飯塚　英人

代表者

社 長

環境管理責任者

工場長

環境事務局

環 境 会 議

各部門推進担当 各部門推進担当 各部門推進担当

本社推進責任者 工場推進責任者 工場推進責任者

飯塚　隆生 大室 陽久 野原 一夫

本　社 嵐山工場 川越工場
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３．　環境経営目標

　環境目標の設定にあたり、事業活動における環境負荷の調査から、地球温暖化の因子となす

二酸化炭素の排出、特に影響のある電力消費量と廃棄物排出量の削減、持続可能な循環型社会の
形成としてリサイクル化を促進して、更に省資源としての水使用量（排出量)の削減を主項目とします。

－１． 環境負荷の状況

*1)　従来、産廃にて自社で廃油/廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸとして

→　　　　焼却または製品及び燃料として使用していない為、

       数値を訂正した。

（訂正前の排出量 → 518,729 kg-CO2）

－２． 環境経営目標

　　二酸化炭素排出量 *6)

（削減率）

（削減率）

A重油使用量

LPG　使用量 *2)

　　　廃棄物排出量

（削減率）

　 産廃リサイクル化率 *7)

　　水 使用量 (排水量)

（削減率）

目標設定について

*2） 　LPGは、応急的な金型加温用及び給湯（川越のみ）の為、2012年以降は実績収集に留める。

*3） 　49期以前は、2015年基点からの削減率とする。 *4） 　50期以降は、新基点からの削減率とする。

*5） 　本社活動のOA用紙使用量及び廃却ゴミの目標設定を、年間から月平均値とする。

*6） 　50期より電力契約変更により、49期実績との差異見込み大となることから変更する：0.000 ⇒ 0.476 kg-CO2/kWh

　51期目標より本社二酸化炭素排出量の項目を追加することとする。

*7） 　48期は廃プラ廃棄先としての海外処理が一気に無くなった為、数値が悪化。その数値からの場合、50期達成が容易

　となりそうな為、2015年値と2018年値の中間を取ることとする。　61 ⇒ 71.5 %

13,200

61%

48期実績の
△１.0％

3,960

△5.5%

1,602

△5.5% △2.0%

1,3501,879

82%以上

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油使用量 L

47期実績の
△１.0％

kg

L －

－

4,530

－
化
石
燃
料

　ｶﾞｿﾘﾝ使用量

4,520

1,810L

kg *5)

5,540枚 *5)

13.3

△2.0%

近隣苦情の防止 ０件

環境保全活動への参加

1,301

25.0

4,005 電力消費量

OA用紙使用量

m3 1,635

82%

廃却ゴミ量

件

kWh

水使用量 1,635

電力消費量

kg-CO2 426,558

△3.5%

本　社
EA２１
活動の
推　進

単位
47期実績の

△１.0％

3,955

2015年(実績) ４８期 *3)

kWh

411,600

958,688

基点年度

906,000

kg 133,326

１回以上

126,000

回

％

48期実績

kg

m3

廃棄物排出量

目　 標
４９期 *3)

項目 単位 2015年度(基点)

A重油使用量

二酸化炭素排出量　　*1) kg-CO2

電力消費量 958,688kWh

　L

426,558

0化
石
燃
料

LPG　使用量 0kg

　Lｶﾞｿﾘﾝ、軽油 使用量 5,550

3,920

13.2

1,290

840,080

103,845

1,363

2回以上
(2回)

2回以上

０件

－

－

1,800

169

409,500

901,200

新基点年度

１回以上

０件

－

133,326

82%以上

目標
2018年(実績)

411,000

△0.5％

0件

49期実績の
△１.0％

５０期 *4)

－

－

49期実績の
△１.0％

3,140

102,800

△1.0％

71.5%以上

項目 単位

項目

5,690

3,210

14.8

1,170

2回以上

△1.5%

△1.5%

０件

49期実績

5,743

3,238

14.9

1,185

△2.0%

△0.5％

835,900

△1.0%

48期実績の
△１.0％

3,170

227,600
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ea２１ 活動計画書　<目標実行計画・実績表>

部門名：

○ ：計画
● ：実施

　（基点：２０１５年実績値）

　目標（削減率、目標値）

△　1.5　% ・省エネルギー化への段階的な推進 ●空調ﾌｨﾙﾀｰ清掃

　省ｴﾈ･二酸化炭素排出量の削減 (kg-CO2） ・建物の断熱・遮熱の施工の検討 　　(嵐) ●受電設備年次点検 　　(川) ●受電設備年次点検

・稼働時間外による消費電力削減、不要電力の消灯
○ 電力消費量の節減 △　1.5　% ・空調機の稼働調整／フィルターの定期清掃 　　　　●空調ﾌｨﾙﾀｰ清掃

(kwh） ・成形機の稼働調整 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　廃棄物排出量の削減 △　2.0　% ・発注部材品の梱包材の簡素化の推進。 産廃物管理状況報告●
( kg ) ・発注部材品の梱包材をプラから段ボール系に転換。

○ 再資源、再利用化 ･廃棄物 再資源・再利用化の推進

  82.0　%以上 ・廃棄物、分別活動継続と排出の抑制 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

・節水及び漏水発見活動の継続励行 　　　　●ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ清掃 ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ●清掃

△　　2.0　% ・日常的な節水の励行
(㎥） ・過使用時の早期原因把握と対処

・水道ﾒｰﾀｰの検針、記録 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

＜次年度の目標設定への環境数値の把握＞

　成形工程、省資源化への取組 　廃材再利用見直し ・再利用化先、再利用率把握

（廃材再利用率UP、省エネ取組） 　工程の省エネ検討 ・工程内エネルギー消費の把握 計測● 計測● 計測● 計測まとめ●

・環境負荷低減品の検討と開発 飯塚隆 ●検討会 ●検討会 ●検討会

杉本/三浦

参加＆実施： ・行政･地域の環境保全活動への参加

●団地内 秋季清掃 ×工業会 消防訓練 ●団地内 春季清掃 ●花見台工業団地総会

２ 回以上/年 ・構内及び周辺（社外）清掃の実施 　　　●健康診断 ×防災避難訓練 　

●川越東部工業会総会 　　×工業会ふれあい祭り ●川越東部ブロック会議

（嵐）作業環境●測定

件数：　０ 件/年 ・予防・発生源対策の推進 　（嵐）●作業環境測定 （嵐）動力プレス点検●

・定期監視（騒音、振動、悪臭） （川）動力プレス点検●

＜作業環境測定の実施＞ 　（嵐）●ELV年次点検 　　　（嵐）●消防設備点検 　（嵐）●消防設備点検

＜各種法定点検の実施＞ 　　（川）消防設備●点検

　（川）●消防設備点検 特化物取扱量報告●

各活動項目： ･各活動アイテム（電力消費/OA用紙/廃却ゴミ/

48期 実績比 ・空調機の管理(フィルター清掃)

△　1.0　% ・スキャナー活用 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

・ミスコピー削減、裏紙利用、簡易包装品の購入 ●健康診断

　 ・エコドライブの実行

承　　　認 作　　　成

長柄 市之瀬本社／嵐山・川越工場

４９期　（2019/7月～2020/6月）
2019年8月27日 2019年8月23日

タイムスケジュール（○：計画、●：実施）

（47期から基点年度を変更） R０１
　　　　７ ８ ９ ４ ５ ６１０ １１ １２

R０２
　　　　１ ２ ３

No

環境目的・目標

方　　　法 責任者

項目

１

⇒ 市之瀬420,150

⇒ 村田（勇）/利根川

944,300 ⇒ 野原 / 宍戸

⇒ 市之瀬
130,650

⇒ 工場 全部署

市之瀬/
根津/権田

野原/利根川

　ﾘｻｲｸﾙ化率

３ 　総排水量の低減　（給水量）
1,600 市之瀬/野原/宍戸

４
市之瀬
宍戸

５
　環境配慮製品の情報収集と
　その反映

情報収集、
他社品分析、他

６ 　環境保全及び地域とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

２

７ 　近隣苦情の防止
市之瀬

各該当部署

８

　本社活動
　　　・電気使用量
　　　・紙使用量
　　　・ゴミ廃棄量
　　　・ガソリン使用量

飯塚
/富永

環境責任者 担当

市
之
瀬

金
成

市
之
瀬

金
成

市
之
瀬

金
成

市
之
瀬

飯
塚
英

環境責任者 担当 環境責任者 担当 環境責任者 担当

台風19号のより中止

春に延期⇒その後コロナウイルスの影響で中止
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５． 環境活動実績と結果の評価

－１． 環境活動実績、評価

　　二酸化炭素排出量

（削減率）

　　　　電力消費量

（削減率）

灯油使用量

LPG　使用量

ｶﾞｿﾘﾝ、軽油使用量

（削減率）

　　 廃棄物排出量

（削減率）

 　産廃リサイクル化率

　　水 使用量(排水量)

（削減率）

  環境保全活動への参加

　　　近隣苦情の防止

  電力消費量

（削減率）

OA用紙使用量

（削減率）

　廃却ゴミ量

（削減率）

　ｶﾞｿﾘﾝ使用量

（削減率）

49期 の活動評価方法について

① 上記環境項目の削減目標については基点年度を、2010年から2015年へ変更した。

② 灯油及びLPG使用については使用目的が限定的で使用頻度や温度状況によって差があるため、評価対象から外した。

③ 2010年後半からｶﾞｿﾘﾝの他、軽油使用も発生。工場間輸送等に伴い給油使用量は受注量などの増減により

変化する為、前年実績の1%減とした。

④ 産廃リサイクル化率は、総廃棄物量における再生利用量の割合とした。

⑤ 環境保全活動への参加は、工業団地内の道路清掃及び構内の周辺清掃（除草作業）をメインとしている。

⑥ 本社活動のOA用紙使用量及び廃却ゴミ量の基点値は収集期間の開始が2011年2月から12月までとなっている為、

評価方法を合計値から月平均値に変更。尚、2012年度以降の各項目の目標値は前年度の実績値から１%減とした。

➆ 全社二酸化炭素排出量(49期) ⇒ 16,004 kg-CO2(本社二酸化炭素排出量 ⇒ 5,401 kg-CO2)

尚、本社二酸化炭素排出係数 ⇒ 0.462 kg-CO2/kWh

379,824

3,955

△16.6%

─

△97.2%

840,080

△12.4%

1,800

169

10,603

─87

995

2,405

△1.4%前期比△1.0%

130,650

△2.0％

3,748

１回 以上

-51%

66.0%

2015年実績
1,845

4,535

-+18.1%

+0.8%

+1.2%

25.3

2015年実績
月平均
 5,601

2015年実績
4,568

47期

103,845

△22.1%

61.0%

1,363

△16.6%

△77.7%

860,784

△10.2%

△22.7%

82.0%以上

1,635

67.5%

△17.6%

103,082

160

3,200

△42.3%

13,200

1,185

△8.2%

△5.4%

△12.1%

3回

1,662

△28.7%

4,792

△13.5%

4回

1,303

-9%

前年実績比
△1.0％

13.3

△6.7%

1,290

前年実績比
△1.0％

1,301

△0.9%

2回

0

4,005

△6.3%

項目

化
石
燃
料

単位

00

4,558

2015年
（新基点値）

479,344

958,688

1,673

349

実績値

5,550

-26%

本　社
EA２１
活動の
推　進

kg-
CO2

kWh

133,326

kg

Ｌ

%

ｍ
3

L

枚

件

kWh

kg

L

kg

回

2015年実績
月平均

25.3

14.9

3,238

△17.4%

5,743

+45.0%

14.4

△42.4%

1,301

+50.3%

3,960

前年実績比
△1.0％

3,920

13

前年実績比
△1.0％ +13.1%

70.5%

3,170

46期

実績値

4,573

-26%

349

-26%

0

-46%

116,875

1,420

△15.8%

795,106

106,938

2,400

△97.5%

2回

3,124

△34.6%

0

実績値

2,363

871,909

1,438

85,460

○

中長期目標
の評価

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

×

82.0%以上

1,600

△2.0％

2回以上

0

48期 49期

目標値

420,150

△1.5％

944,300

△1.5％

―

―

実績値
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－２． 取組み結果の評価

１） (1)　省エネ・二酸化炭素排出量の削減

① 目標達成状況 ；目標△1.5％に対し、実績△97.5％と、目標を大幅にクリアした。
② 要因分析 ；電力会社の変更（工場）に伴い、二酸化炭素排出係数が「0」になった為。

(2)　電力消費量の削減

① 目標達成状況 ；目標　△1.5％に対し、実績△15.8％と、目標をクリア出来た。
② 要因分析 ；残業時間の抑制により、空調稼働時間の短縮が図られた。

　工場部門は休日増になり、電気使用設備の稼動時間が減った。

２） 　廃棄物排出量の削減

① 目標達成状況 ；目標△ 2.0％に対し、実績△34.6％と、目標を大幅にクリア出来た。

② 要因分析 ；納品梱包材の簡易化及び生産品種変化（小型品から大型品へのシフト）による

；品質の向上により返却される製品が減ることによって、廃棄部品も減った。

(1)　リサイクル化の推進

① 目標達成状況 ；産廃リサイクル化率の目標 82.0%以上に対し、実績 70.5％と目標値に届かず。

② 要因分析 ；東南アジアでのリサイクル用プラスチックゴミの受入れ拒否となる事態になり、
 国内で廃プラとして処分しているため。リサイクル率が上がる見込みが無くなった。

３） 　総排水量（使用量）の低減

① 目標達成状況 ；目標△ 2.0％に対し、実績 50.3％と、目標に届かず。

② 要因分析 ；地下配管の老朽化により漏水が発生した。

４） 　環境保全及び地域とのコミュニケーション

① 　地域工業会の春季・秋季の一斉清掃デー、調整池巡回など諸活動への参加。

② 　工場建屋外周りの樹木伐採、構内の清掃実施。

５） 　近隣苦情の防止

① 　作業環境測定、消防設備の点検及び修理など、各種設備点検を定期的に行い予防に努めた。
② 　アイドリングストップの実施　（駐車場利用の協力会社及び全従業員への周知）

活動の評価

　廃棄物のリサイクル化率以外の項目は、残業の抑制・生産数変化・機器稼働の適正化などに
より、目標を達成もしくは目標との差が僅かであった。リサイクル化率が目標値未達については、
海外での受入れ困難な状況を踏まえると今後も目標達成に対して視点の切り替えが必要と考える。
　次期の目標達成に向けて、計画を継続的に進めていく。

－３． 代表者による全体評価と見直し

　電力会社変更による二酸化炭素の排出量を大幅に改善させた。
しかし、50期より電力会社の契約変更に伴い、二酸化炭素の排出量が増加すると予測している。
二酸化炭素の排出量の軽減を念頭に改善に努めていけるよう期待します。
　今後も全社員一同で、真摯に環境経営活動を継続し持続可能な社会と企業を目指し地球環境
の保護・保全に取り組んで下さい。
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* 第四次中長期策定の基点は、48期（2018年）実績値とする。
* 嵐山/川越サイトの二酸化炭素排出係数は、0.476kg‐CO2
* 本社サイトの二酸化炭素排出係数は、0.462kg‐CO2

　 　 　

　省エネ・二酸化炭素排出量の削減 (kg-CO2) (kg-CO2) (kg-CO2) (kg-CO2) ・ 不要電力の消灯、定時退社の推進

１ 　 ・ 空調機の負荷低減として、建物の断熱・遮熱の施工の検討

○ 電力消費量の節減 (kWh) (kWh) (kWh) (kWh) ・ エネルギー消費の大きい機械の稼働調整を行いピークデマンド値を抑制する

・ 空調機フィルターの清掃 ・最適（環境とコスト）な電力契約プランの検討

　廃棄物排出量の削減 (kg) (kg) (kg) (kg) ・ 廃棄物の分別活動継続と排出の抑制 ・廃棄物　再資源・再利用化の推進

・ 発注部材品の梱包材の簡素化の推進。

○ 再資源、再利用化（リサイクル率） ・ 集約印刷、両面印刷の活用 ・ペーパーレス化の推進、スキャナー活用

(m3) (m3) (m3) (m3) ・ 節水及び漏水発見活動の継続励行（日常的な節水の励行）

・ 過使用時の早期原因把握と対処（水道ﾒｰﾀｰの検針、記録）

削減項目データ測定 削減項目データ測定 削減項目データ測定 ・ 49期では十分な活動が出来ていなかったため、今期継続とする。

（期末に次期目標値の決定） （期末に次期目標値の決定） （期末に次期目標値の決定） ・ 項目洗い出しと選定

（期末に次期目標値の決定） （期末に次期目標値の決定） （期末に次期目標値の決定） ・ 年間のデータ測定を行い、そこから削減目標と施策を決定

・ 環境負荷削減調査（省エネ、省資源、軽量。包装、仕様etc）

・ 部品点数の削減 ・分解性の高い設計

・ 製品梱包の緩衝材をプラスチックから段ボール系に転換

・ 再資源化可能な材料を用いた部品の積極採用 ＜検討会の実施＞

・ 行政・地域の環境保全活動や研修会への参加

・ 構内及び周辺(社外)清掃の実施 ・地域イベント（祭り）への参加

・ 定期監視（騒音、振動、悪臭）

（予防・発生源対策の推進）

本社エコアクション21活動

(kWh) (kWh) (kWh) (kWh) ・ 空調機フィルターの掃除、扇風機/サーキュレータの活用検討

枚 枚 枚 枚 ・ スキャナー活用でペーパーレス化（配布資料の削減）

(kg) (kg) (kg) (kg) ・ ミスコピー、プリントミスの削減、物品購入時の簡易包装のお願い実施

(L) (L) (L) (L) ・ エコドライブの推進（急発進、急ブレーキ、車間距離、エアコン温度、省エネ運転の心がけ）

※1：50期より電力契約変更により、49期実績との差異見込み大となることから変更する：0.000 ⇒ 0.476 kg-CO2/kWh
※2：48期は廃プラ廃棄先としての海外処理が一気に無くなった為、数値が悪化。その数値からの場合、50期達成が容易となりそうな為、2015年値と2018年値の中間を取ることとする。　61 ⇒ 71.5 %

６．次年度の取組内容
及び第四次中長期（50期～52期)　全社 環境目的・目標

代表者 管理責任者

五十嵐 市之瀬

2020年9月8日 2020年9月3日

※1 (※ 413,000) △ 0.5 ％ △ 1.0 ％ △ 1.5 ％

No. 環境目的
中　長　期　目　標 方　　策

新基点 ：
48期（2018年）実績

50期
'( 2020年度 ）

51期
( 2021年度 ）

52期
( 2022年度 ）

840,080 835,900 827,500 815,100

△ 0.5 ％ △ 1.0 ％ △ 1.5 ％

13,200 411,000 409,000 408,900

103,845 102,800 100,700 97,700

総排水量の低減　（給水量）
1,363 1,360

２

△ 1.0 ％ △ 2.0 ％ △ 3.0 ％

61.0 ％

1,350 1,330

△ 0.5 ％ △ 1.0 ％ △ 1.5 ％

72.2 ％以上 73.0 ％以上 73.7 ％以上

(※ 71.5)

３

※2

８

（基準＝49期） 各項目前年期比 △ 1.0％ 前年期比 △ 1.0％ 前年期比 △ 1.0％

・電力消費量 5,743

４
　成形工程、省資源化への取組
　　（廃材再利用率UP、省エネ取組）

基準無し

５
環境配慮製品の情報収集と
その反映

他社品分析： ２点

７ 近隣苦情の防止　（苦情件数） 実績；０件 ０回 ０回 ０回

環境負荷低減品
の検討と開発

環境負荷低減品
の検討と開発

環境負荷低減品
の検討と開発

６
環境保全及び地域との
コミュニケーション

実績；５回 ２回以上/年 ２回以上/年 ２回以上/年

5,686 5,629 5,572

・ガソリン使用量 1,170 1,158 1,147 1,135

・OA用紙使用量　　(月平均） 3,238 3,206 3,174 3,142

・廃却ゴミ量　　　　　（月平均） 14.8 14.7 14.5 14.4
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７． 環境関連法規への違反・訴訟の有無

－１． 　環境関連法規

　　　環境関連法規　　 　　　要求事項 確認状況 評価

廃棄物処理法 ・ 廃棄物の収集運搬処理業者の委託基準 ・ 産業廃棄物処理業者の許認可証確認

＜廃掃法＞ ・ 廃棄物の適正処理 ・ 産業廃棄物管理票の交付と処理票確認

・ ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理票の保管（A票含む) ・ 廃棄物マニフェスト管理票の保管状況確認

大気汚染防止法 ・ 揮発性有機溶剤の排出、 ・ 作業環境測定実施報告書にて確認

飛散、抑制措置 ・ 保管庫の施錠確認

騒音規制法 ・ 規制基準の遵守義務 ・ 発生源（圧縮機）周辺の機械騒音測定で

　朝、夕 65 ｄB以下 クリア → 報告書確認

　昼間 70 ｄB以下

　夜間 60 ｄB以下

振動規制法 ・ 規制基準の遵守義務 ・ 圧縮機の防振対策状況確認、異常なし

　昼間 65ｄB以下／ 夜間 60ｄB以下

毒物劇物取締法 ・ 盗難防止、文字の表示 ・ 毒物、劇物の文字表示確認

・ 保管貯蔵所の施錠状況確認

・ 購入および使用実績の日常点検簿確認

フロン排出抑制法 ・ 業務用空調機器の適切な管理 ・ 簡易点検の記録簿確認

・ 漏えいの対処 ・ 有資格者による点検の実施（15kW以上）

・ 点検等の記録保管

特定家庭用機器再商品化法 ・ 廃棄時における家電品の ・ 冷蔵庫、洗濯機、テレビの処分時は

＜家電リサイクル法＞ 運搬業者等への適切な引渡し 指定ﾘｻｲｸﾙ業者へ委託

労働安全衛生法 ・ 作業環境の安全と健康の確保 ・ 労働者への注意事項等の掲示確認

 ＜有機溶剤中毒予防規則＞ ・ 有機溶剤作業主任者の選任

・ 作業環境測定及び健康診断の実施

消防法 ・ 危険物貯蔵施設の維持・管理 ・ 少量危険物貯蔵所の入出庫記録簿と

購入実績、実在庫の確認

環境教育推進法 ・ 環境保全意欲の増進及び環境教育 ・ コミュニケーション簿

・ 情報の積極的な公表等 ・ 環境活動レポートの設置（事務所）

地球温暖化対策推進法 ・ 温室効果ガスの排出抑制と ・ ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視装置による電力使用の制御

＜温対法＞ その排出量が少ないものを製造 ・ 空調設定、節電等の各箇所表示

・ 生産品への省エネ部品の採用拡大

循環型社会形成推進法 ・ ３Ｒへの努力と適正な処分 ・ 廃棄物の分別実施と廃棄実績の確認

1） 再利用（Ｒｅｕｓｅ）

2） 再生利用（Ｒｅｃｙｃｌｅ）

3） 拒否（Ｒｅｆｕｓｅ）

4） 処分（Ｄｉｓｐｏｓａｌ）

埼玉県生活環境保全条例 ・ ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ・ｽﾄｯﾌﾟの実施 ・ ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ･ｽﾄｯﾌﾟ　表示板　設置確認

（駐車場の利用者への周知） ・ 新規採用時に周知継続

・ 特定化学物質等取扱量の把握と報告 ・ 化学物質等の取扱量報告書確認

（年間取扱量が500ｋｇ以上の場合、 (メタノール ⇒ 3年前より500kg未満

　知事に報告） 　　　  MEK ⇒ 49期は500kg未満)

－２． 　違反・訴訟の有無

49期（2019/7月～2020/6月）は関係当局からの立入査察の他、近隣地区からの指摘、苦情、訴訟等の
連絡も無く、環境関連法規の違反もありません。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

＜順位＞

○

○
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　　　ニーニー技研産業株式会社

　　８． 代表者による見直し記録

1

　管理責任者

２０２０年 ９月 ３日

２０２０年 ９月 ８日

1

2

3

4

5

6

7

情報提供上
の総評

2

　　代表者

　　( 必要　) 　　( 不要　)

　　( 必要　) 　　( 不要　)

　　( 必要　) 　　( 不要　)

　　( 必要　) 　　( 不要　)

見直し実施日
情報の提供日

見直し実施日

作成日 ２０２０年 ９月 ９日

作成者 　EA21事務局　飯塚英

見直しのための情報

見直し概要

見直し実施区分 定期 随時

情報の提供者 環境管理責任者　市之瀬 勉 ─

環境経営目標の達成状況

　　工場部門のリサイクル率が未達成以外は目標を達成。成形シート材の不良改善でリサイクル
　される量が相対的に減っているので一概に悪いとは言えないが、中国以外でも東南アジア各国
　の廃プラ輸入規制が強化されており中期計画目標の達成は難しい状況であります。

問題点の是正・予防処置の結果

　環境予防処置として計画していた、消防訓練がコロナ禍で実施できなかった。

市之瀬
見直し者 代表取締役　　五十嵐　博之 ─

見直し・変更の必要性有無 代表者によるコメント

外部からの苦情・要望に対する結果

　49期（2019/7月～2020/6月））は関係当局からの立入査察等はありませんでした。

社会・取引先・法規制等の外部動向

　得意先よりBCP状況調査、工場のエネルギー使用に関する一般統計の調査依頼あり。

環境経営ｼｽﾃﾑの有効性及び妥当性

　目標遂行に支障無く、システムの有効性は保たれていると判断致します。

その他 ( 課題のための施策など )

目標管理の為にデータ集計を日々行っているが、精度向上と工数削減の相反する課題に
対しての対策が必要と考えます。
今後の活動監視については、デマンドシステムを有効利用して下さい。

・電力使用のピークデマンドを下げる策が必要と考えます。
・リサイクル率目標の再設定が必要と考えます。

代表者による見直し内容

情報項目
及び

評価・課題

環境関連法規等の遵守状況

　　各要求項目とも遵守出来ていると評価します。

4.　ｼｽﾃﾑ・その他の対応
特になし

1.　環境経営方針
特になし

五十嵐
2.　環境経営目標・計画 50期は組織変更を行いましたので、目標・計画の見直し

を実施願います。

3.　社会・取引先・法律等への対応
嵐山工場設備の稼働予定があり法規制の確認をお願いします。
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